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「
乾
」
字
は
、
「常
用
漢
字
表
」
に
、
音
と
し
て

「
カ
ン
」
が
、
訓
と
し
て

「
か
わ
'
<
•
か
わ
＇
か
す
」
が
示
さ
れ
て
お
り
、

「
乾
燥
」
と
い
う
熟
語
は
こ
れ

に
相
当
す
る
。
一

方

「乾
坤
」
と
い
う
熟
語
は

「
ケ
ン
コ
ン
」
と
読
む
た
め
、

「乾」

に
は

「
カ
ン
」
「
ケ
ン
」
二
つ
の
読
み
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の

二
つ
の
読
み
は
、
意
味
の
違
い
に
基
づ
く
も
の
で
、
中
国
に
お
い
て
も

同
様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
か
わ
く
」
の
意
味
に
は

「
カ
ン
」「
唸
n」
を
用
い
、

「
天
、
易
の
卦
、
い
ぬ
い
」
の
意
味
に
は
「
ケ
ン
」
「

qian」
を
用
い
る

（た
だ

し
、
現
代
中
国
で
は
「
恩
n
」
に

「干
」
を
用
い
る
）。

以
上
は
、
近
現
代
の
辞
書
類
に
よ
る
説
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
宋
代
以
降
の

小
学
書
（
字
書
類
）

に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
唐
代
の
事
情
は
こ
れ
と
は
異
な
る
。
敦
燈
本
を
中
心
と
し
た
写

本
類
に
は
「
カ
ン
」
に
た
い
し
て
は
「
乾
」
を
用
い
る
が
、
「
ケ
ン
」
に
た
い

し
て
は

「軋
」
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

「軋
」
は
近
現
代
の
辞

書
類
で
は
「
乾
」
の
異
体
字
（
俗
字
）
と
さ
れ
て
い
る
が
、
唐
代
に
お
い
て
は

形
•

音
・

義
の
異
な
る
別
字
と
し
て
機
能
し
て
い
る

。

本
発
表
で
は
、
『
切
韻
」
「
玉
篇
」「
干
禄
字
書
』
「
九
経
字
様
」
な
ど
の
小
学

書
や
写
本
を
も
と
に
、
唐
代
に
存
し
た
漢
字
用
法
の

一
端
を
明
ら
か
に
す
る
。

「
乾

（カ
ン
）
」
「
軋

（ケ
ン
）
」
字
考

藤
田

拓

海
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「
虹
」
と
い
う
自
然
現
象
は
、
古
来
よ
り
記
録
に
散
見
す
る
。
し
か
し
、
文

学
作
品
に
お
い
て
は
、
「
虹
」
の
登
場
例
は
意
外
と
少
な
い
。
記
録
の
初
出
は
、

六
国
史
『
日
本
書
紀
』
よ
り
散
見
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
『
古
事
記
』
に
も
記

載
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
後
も
断
続
的
に
記
録
が
確
認
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
が
、
文
学
に
お
い
て
は
、
そ
の
登
場
は
極
め
て
稀
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
く
、

特
に
平
安
文
学
に
お
い
て
は
、
『
竹
取
物
語
』
「
伊
勢
物
語
』
と
い
っ
た

「源
氏

物
語
』
以
前
の
物
語
群
並
び
に

『
土
佐
日
記
』
、
「蜻
蛉
日
記
』
と
い
っ
た
日
記

文
学
群
に
登
場
し
な
い
。
さ
ら
に
韻
文
学
に
視
点
を
移
し
て
み
て
も
、
平
安
期

に
編
ま
れ
た

「古
今
和
歌
集
」
を
は
じ
め
と
す
る
勅
撰
和
歌
集
に
用
例
は
見
当

た
ら
な
い
。
私
家
集
や
漢
詩
集
に
僅
か
に
記
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
発
表
で
は
、
平
安
時
代
に
お
い
て
、
気
象
現
象
と
し
て
の

「虹
」

が
、
当
時
の
文
学
に
ど
の
よ
う
な
用
途
を
も
っ
て
現
れ
、
機
能
し
て
き
た
の
か

を
明
確
に
す
る
。
そ
の
方
法
と
し
て
、
平
安
期
に
お
け
る
文
学
作
品
内
で
の

「
虹
」
の
用
途

・
受
容
を
、
古
記
録
類
や
文
学
作
品
内
の
「
虹
」
の
解
釈
の
共

通
点
か
ら
考
察

・
検
討
す
る
。
そ
の
過
程
の
中
で
古
代
文
学
に
お
け
る

「虹
」

の
登
場
が
、
何
故
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
少
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
模
索
す

る
。 虹

と
平
安
文
学

ー

作
品
に
登
場
の
鮮
少
な
「
虹
」
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